
平成 99年 99月 に処方されたお薬をジェネリック医薬品に
切り替えた場合、 お薬代の自己負担額 の軽減可能な 割合 は、

およそ 40% が見込まれます。

※試算はお薬代のみを対象としています。実際にお支払いになる金額には、薬の調剤等

に要する費用が含まれています。ジェネリック医薬品に変わつても、実際の支払金額

は変わらないこともあります。

この明細は、平成 99年 99月 のお薬の処方の実績に基づき、処方された医薬品(先発医薬品)を
ジェネリツク医薬品に切り替えることで軽減できる自己負担額を試算し、こ紹介しています。
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試算はお薬代のみを対象としています。実際に薬局へお支払いになる金額には、お薬代以外に技術料、指導料などが言

まれています。なお、国や市町村から医療貢助成を受けている場合には、実際の支払い金額と異なる場合があります。

本明細書には、ジェネリック医薬品が存在する先発医薬品 (医師の指示により変更できないお薬も含む。)を載せてい
ます。なお、軽減できる割合の大きいお薬から記載しており、多くのお薬を処方されている場合は、本明細書に記載し

きれない場合があります。

ジェネリック医薬品は1つの先発医薬品に対して複数存在するため、実際の軽減額にも幅がありますのであくまでも日

安としてこ覧ください。

注1 先発医薬品とジェネリック医薬品とは主成分が同一ですが、使用できる病気 (効能)が異なるなどの理由て切り替える
ことができない場合があります。

注2 同じ医薬品 (先発医薬品やジェネリック医薬品)であっても、1国人によって効き方や副作用などは異なる場合がありま
すので、医薬品に関する詳しい内容は医師または薬局の薬剤師にこ相談ください。 000048


